
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（1年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 年次 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

18

合
計

70

10

10

【知識及び技能】様々な形のデザイン
を知り、形から受ける印象を理解す
る。彫刻の技法を理解し、意図に応じ
て、表現し、道具を正しく安全に使用
すことができる。
【思考、判断、表現】
どんな思いをカタチにしたいのか、ア
イデアを多数出し、試行錯誤して、主
題に合った形をデザインし、作品を制

カタチのデザイン
・想いをカタチにする

〇 ○

【知識及び技能】様々な形のデザインを知
り、形から受ける印象を理解する。彫刻の技
法を理解し、意図に応じて、表現し、道具を
正しく安全に使用すことができている。
【思考、判断、表現】
どんな思いをカタチにしたいのか、アイデア
を多数出し、試行錯誤して、主題に合った形
をデザインし、作品を制作することができて
いる。

○

3
学
期

【知識・技能】映像の歴史や原理を理
解
　する。
【思考・判断・表現】学んだ知識やテ
ク
　ニックを生かしてよりよく表現しよ
う
　とする。
【主体的】他者の表現をよく観察し、

コマ撮りアニメーション
タブレットPC使用

○ ○

○

【知識・技能】映像の歴史や原理を理解して
いる。【思考・判断・表現】学んだ知識やテ
クニックを生かしてよりよく表現しようとし
ている【主体的】他者の表現をよく観察し、
客観的に自分をみて自分の個性に気づき、伸
ばすことができている。

墨絵
・江戸絵画から発想して描く

○ ○

【知識及び技能】江戸絵画を知り、墨で描か
れ
　た線の特徴や良さ、表現の多様性を理解す
る
　ことができている。
【思考、判断、表現】江戸絵画から発想し、
物語の一場面をイメージし、主題を生成して
創意工夫し、表現できている。
【主体的】他者の作品を鑑賞し、創意工夫を

○ ○

○

【知識及び技能】コラージュの技法につい
　て知り、特性について理解することが
　できている。
【思考、判断、表現】コラージュ表現の特性
から発想し、自身で主題を生成し、創意工夫
し、表現できいる
【主体的】多数のアイデアを出し、主体的の
に取り組む。他者の作品を鑑賞し、創意工夫
を感じ取り、記述している。

○ ○

【知識及び技能】点描技法について知り、点
描
　表現の特性について理解することができて
い
　る。
【思考、判断、表現】点描の幅広い表現から
発
　想し、自身の表現に活かすことができる。
　点描の濃淡で、奥行きや凹凸の表現を描く

○ ○ ○ 10

２
学
期

【知識及び技能】コラージュの技法に
つ
　いて知り、特性について理解するこ
と
　ができている。
【思考、判断、表現】コラージュ表現
の
　特性から発想し、自身で主題を生成
し

組み合わせてつくる
・コラージュ

○

【知識及び技能】点描技法について知
り
　点描表現の特性について理解でき
る。
【思考、判断、表現】点描の幅広い表
現
　から発想し、自身の表現に活かすこ
と
　ができる。点描の濃淡で、奥行きや

点描画
・点描作品と点描表現
・点描画制作

○ ○ ○

１
学
期

【知識・技能】
　作品の背景や作者の制作意図について
　知り、社会とのつながりや理解する。
【思考・判断・表現】
　言葉や文章から発想し、フィールワー
　クを通して、自分なりの表現をするこ
　とができる
【主体的】
　鑑賞した作品について、自分の考えや感

オリエンテーション
対話鑑賞
・屋外フィールドワーク

○

10

【知識及び技能】江戸絵画を知り、墨
で描かれ
　た線の特徴や良さ、表現の多様性を
理解する
　ことができている。
【思考、判断、表現】江戸絵画から発
想し、物語の一場面をイメージし、主
題を生成して創意工夫し、表現できて
いる。

○

【知識・技能】遠近法について知り、透視図
法
　について理解している。明暗で９段階のグ
ラ
　デーションがつくれている。
【思考・判断・表現】グラデーションや線の
奥
　行きで立体を再現することを理解し、自分
自

○ ○ ○ 4

【知識・技能】色の三属性を理解し12色の色
相
　環をつくることができる
【思考・判断・表現】色相環や水彩技法を段
取
　りを考え丁寧に絵具で仕上げることができ
る【主体的】色による表現の多様性を生かす
こと
　ができる。自分の課題をみつけ、改善しよ

○ ○ ○ 4○

【知識・技能】遠近法について知り、
透
　視図法について理解している。９段
階
　のグラデーションがつくれている。
【思考・判断・表現】グラデーション
や
　線の奥行きで立体を再現することを
理

鉛筆表現
・グレースケール
・絵画における立体表現、空間表
現
　透視図法

○ ○

【知識・技能】色の三属性を理解し12
色
　の色相環をつくることができる。
【思考・判断・表現】色相環や水彩技
法
　を段取りを考え丁寧に絵具で仕上げ
る
　ことができる。
【主体的】色による表現の多様性を生

色彩演習
・絵具による表現
・水彩技法

○ ○

○

【知識・技能】作品の背景や作者の制作意図
に
　ついて知り、社会とつながり理解できる。
【思考・判断・表現】言葉や文章から発想
し、
　フィールドワークを通し、自分なりの表現
を
　することができる。
【主体的】鑑賞した作品について、自分の考

○ ○ ○ 4

知 思 態

配

当
時

数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深め
るとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創
造的に表すことができるようにする。

造形のよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術
の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発
想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美術
文化に対する見方や感じ方を深めたりすることがで
きるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

高校生の美術１（日本文教出版）

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する教科の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

18

合
計

70

3
学
期

【知識・技能】主題と表現とのつながり
を
　理解し自らの表現に生かそうとする。
【思考・判断・表現】自らを客観的にみ
つ
　め、主題を生成し、造形的な要素とど
の
　ように結びつけるか思考し、表現につ
な

自由表現
・わたしのとって美しいもの

【知識・技能】主題と表現とのつながりを理
解
　し自らの表現に生かそうとする。
【思考・判断・表現】自らを客観的にみつ
め、
　主題を生成し、造形的な要素とどのように
結
　びつけるか思考し、表現につなげる。
【主体的】客観的に自分をみて自分の個性に

【知識・技能】モダンテクニックによる知覚
の
　違いを理解し、主題を生成することができ
　る。
【思考・判断・表現】詩の意味、詩の音の響
き
　を視覚的に表現するためには色・形・配
置・
　表現をどのように工夫すればよいか考え、
自

○ ○ ○

【知識・技能】油彩の特性や技法を理解し、
段
　取りを組んで制作することができる。
【思考・判断・表現】色や形、光やマチエー
ル
　等が作品に及ぼす影響を理解し、自身で生
成
　したテーマに応じて表現に生かしている。
【主体的】自分の見方、表現について課題を

○ ○ ○ 14

２
学
期

【知識・技能】油彩の特性や技法を理解
し
　段取りを組んで制作することができ
る。
【思考・判断・表現】色や形、光やマチ
　エール等が作品に及ぼす影響を理解
し、
　自身で生成したテーマに応じて表現に
生

絵画表現
・心の中の風景

【知識・技能】モダンテクニックによる
知
　覚の違いを理解し、課題を生成する。
【思考・判断・表現】詩の意味、詩の音
の
　響きを視覚的に表現するためには色・
　形・配置・表現をどのように工夫すれ
ば
　よいか考え、自分なりの表現につなげ
て

ブックデザイン
・モダンテクニックによる、詩
を
　もとにしたデザイン

14

〇

【知識・技能】シルクスクリーンの技法や特
性を理解し、段取りを組んでて正しい手順で
制作することができる。自身のテーマやコン
セプトを生成することができている。
【思考・判断・表現】シルクスクリーンの技
法や特性に応じて自ら発想し、自身のテーマ
やコンセプトを生成することができている。
自身で設定したテーマや使用用途に合ったデ
ザインにするために、色・形・配置・表現を
どのように工夫すればよいか考え、自分なり
の表現につなげることができている。
【主体的】試作に多く取り組み、アイデアや
表現を改善することができている。作品の創
意工夫や改善点を言語化することができてい
る。

○ ○ ○ 12

【知識・技能】色の三属性を応用し、オリジ
　ナルの色を多数つくることができている。
【思考・判断・表現】オリジナルの色からイ
　メージし、オリジナルとができる。シンプ
ル
　なユニットをもとにオリジナルのパターン
を
　つくることができている。
【主体的】多数の色をつくり、理想の色づく

○ ○ ○ 6〇

〇

【知識・技能】作品の背景や作者の制作意図
について知り、社会や時代とのつながりを理
解する。【思考・判断・表現】対話的ドロー
イングを通して、他者が描いた線や色や形か
ら発想して、絵描くことができる。【主体
的】他者の意見を聞くことにより、自らの見
方、考え方を広げ、深め、言葉や文章で記述
することができる。

○ ○ ○ 6

知 思 態

配
当

時

数

鑑
賞

評価規準

１
学
期

【知識・技能】作品の背景や作者の制作
意
　図について知り、社会や時代とのつな
が
　りを理解する。
【思考・判断・表現】対話的ドローイン
グ
　を通して、他者が描いた線や色や形か
ら

対話鑑賞
・対話的ドローイング
・屋外フィールドワーク

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

【知識・技能】シルクスクリーンの技法
や特性を理解し、段取りを組んでて正し
い手順で制作することができる。自身の
テーマやコンセプトを生成することがで
きる。
【思考・判断・表現】シルクスクリーン
の技法や特性に応じて自ら発想し、自身
のテーマやコンセプトを生成することが
できる。自身で設定したテーマや使用用
途に合ったデザインにするために、色・
形・配置・表現をどのように工夫すれば
よいか考え、自分なりの表現につなげて
いる。
【主体的】試作に多く取り組み、アイデ
アや表現を改善することができている。
作品の創意工夫や改善点を言語化するこ

版画
・シルクスクリーンによるエコ
　バックデザイン

〇

【知識・技能】色の三属性を応用し、オ
リ
　ジナルの色を多数つくることができ
る。
【思考・判断・表現】オリジナルの色か
ら
　イメージし、オリジナルとができる。
シ
　ンプルなユニットをもとにオリジナル

色彩演習
・オリジナル色づくり
・オリジナル配色カード
・パターンデザイン

〇 〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深め
るとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、個
性豊かで創造的に表すことができるようにする。

造形のよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美
術の働きなどについて考え、主題を生成し個性豊
かに発想し構想を練ったり、自己の価値観を高め
て美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めた
りすることができるようにする。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生涯
にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感
性と美意識を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する教科の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に着つけるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

美術Ⅱ

高校生の美術２（日本文教出版）

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組 （選択必修）

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

10

合
計

70

4

〇

3
学
期

【知識・技能】作品の背景について理
解
　し、社会や時代とのつながりを理解
す
　る。
【思考・判断・表現】他者の意見を聞
く
　ことにより、自らの見方、考え方を
広
　げ、深める。根拠をもって考え、言

対話鑑賞

〇

〇

【知識・技能】作品の背景について理解し、
社
　会や時代とのつながりを理解することがで
き
　ている。
【思考・判断・表現】他者の意見を聞くこと
に
　より、自らの見方、考え方を広げ、深め
る。
　根拠をもって考え、言葉や文章でまとめる

〇 〇 〇

美術館見学
対面、またはオンラインで作品鑑
賞

〇

【知識・技能】作品の背景について理解し、
社
　会や時代とのつながりを理解する。
【思考・判断・表現】他者の意見を聞くこと
に
　より、自らの見方、考え方を広げ、深め
る。
　根拠をもって考え、言葉や文章でまとめる
こ
　とができる。

〇 〇

○ ○

【知識・技能】自分の選んだ表現技法の基礎
的
　な方法を理解している。
【思考・判断・表現】自分自身を理解し、学
ん
　だ知識を使ってよりよく表現しようとして
い
　る。計画的に進め完成させることができ
る。【主体的】自分の見方、表現について課

〇 〇

【知識・技能】建物の歴史、意匠、デザイ
ン、
　社会や時代とのつながりを理解できてい
る。
【思考・判断・表現】他者の意見を聞き、さ
ら
　に主題を生成し探究することで、自らの見
　方、考え方を広げ、深める。根拠をもって
考

〇 〇 〇 14

２
学
期

【知識・技能】自分の選んだ表現技法
の
　基礎的な方法を理解している。
【思考・判断・表現】自分自身を理解
　し、学んだ知識を使ってよりよく表
現
　しようとしている。計画的に進め完
成
　させることができる。

自由制作
・絵画、デザインどちらかの課題
を
　選び、自ら計画し作品を制作す
る

○ ○

【知識・技能】建物の歴史、意匠、デ
ザ
　イン、社会や時代とのつながりを理
解
　する。
【思考・判断・表現】他者の意見を聞
　き、さらに主題を生成し探究するこ
と
　で、自らの見方、考え方を広げ、深

「清明亭」をテーマに表現する
「清明亭」について理解を深め、
テーマを選択し、探究を深め、関
連したテーマで作品あるいはプレ
ゼンボードを作成し、文化祭で発
表する。

〇 〇

１
学
期

【思考・判断・表現】言葉や文章から
発
　想し、フィールワークを通して、自
分
　なりの表現をすることができる。
【主体的】気になる色や形、物や風景
な
　ど、フィールドワークを通して、主
体

オリエンテーション
対話鑑賞
・屋外フィールドワーク

〇

26

【知識・技能】作品の背景について理
解
　し、社会や時代とのつながりを理解
す
　る。
【思考・判断・表現】他者の意見を聞
く
　ことにより、自らの見方、考え方を
広
　げ、深める。根拠をもって考え、言

〇

【知識・技能】日本画の表現技法の基本と技
術
　を理解している。
【思考・判断・表現】段取りを考え丁寧に絵
具
　で仕上げることができている。
【主体的】日本画表現を生かし、他者の表現
の
　良さを認め自分の課題をみつけ、改善しよ

〇 〇 〇 6

【思考・判断・表現】対話的ドローイングを
通
　して、他者が描いた線や色や形から発想し
　て、絵描くことができている。
【主体的】他者が描いた部分に反応し、感情
や
　創意工夫を感じ、主体的に描き重ねること
が
　できている。

〇 〇 4〇

【知識・技能】日本画の表現技法の基
本
　と技術を理解する。
【思考・判断・表現】段取りを考え丁
寧
　に絵具で仕上げることができる。
【主体的】日本画表現を生かし、他者
の
　表現の良さを認め自分の課題をみつ

水墨画・日本画体験

〇

【思考・判断・表現】対話的ドローイ
ン
　グを通して、他者が描いた線や色や
形
　から発想して、絵描くことができ
る。
【主体的】他者が描いた部分に反応
し、
　感情や創意工夫を感じ、主体的に描

ドローイング実習
・ワールドカフェ形式のドローイ
ン
　グにより、自己だけでは生み出
せ
　ない表現の可能性を探る

〇

【思考・判断・表現】言葉や文章から発想し
　て、屋外のフィールドワークを通して、自
分
　なりに表現することができる。
【主体的】気になる色や形、物や風景など、
　フィールドワークを通して、主体的に探す
　ことができている。

〇 〇 6

知 思 態

配
当

時

数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深
めるとともに、意図に応じて表現方法を追求し、個
性を生かして創造的に表すことができるようにす
る。

造形のよさや美しさ、独創的な表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し個
性を生かして発想し構想を練ったり、自己の価値観
を働かせて美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりすることができるようにする。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性と美意識を磨き、美術文化を尊重し心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

美術Ⅲ

高校生の美術３（日本文教出版）

芸術 美術Ⅲ
芸術 美術Ⅲ 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する教科の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に着つけるようにする。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組 （選択必修）

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

12

合
計

70

14

○

3
学
期

【知識・技能】写真の歴史や原理を理
解
　する。
【思考・判断・表現】学んだ知識やテ
ク
　ニックを生かしてよりよく表現しよ
う
　とする。
【主体的】他者の表現をよく観察し、

写真表現

〇 〇

〇

【知識・技能】写真の歴史や原理を理解して
い
　る。
【思考・判断・表現】学んだ知識やテクニッ
ク
　を生かしてよりよく表現しようとしてい
る。
【主体的】他者の表現をよく観察し、客観的
に

〇 〇 〇

風景画
・記憶の中の風景
　水彩または油彩

〇 〇

【知識及び技能】水彩/油彩の表現技法につ
い
　て知り、表現の特性について理解すること
が
　できている。
【思考、判断、表現】記憶の中の風景をテー
マに自分なりの主題を生成している。主題を
もとに発想し、創意工夫し、表現につなげて
いる
【主体的】多数のアイデアスケッチを行い、
課題をみつけ改善しようとしている。他者の

〇 〇

〇

【知識及び技能】グラスリッツェンの技法に
　ついて知り、表現の特性について理解する
こ
　とができている。
【思考、判断、表現】表現の特性から発想
し、
　自身の表現に活かすことができている。
　デザインのアイデアを多数出すことができ
て
　いる。
【主体的】試作に多く取り組み、アイデアや

○ ○

【知識及び技能】点描技法について知り、点
描
　表現の特性について理解することができて
い
　る。
【思考、判断、表現】点描の幅広い表現から
発
　想し、自身の表現に活かすことができる。
　点描の濃淡で、奥行きや凹凸の表現を描く

○ ○ ○ 12

２
学
期

【知識及び技能】グラスリッツェンの
技
　法について知り、表現の特性につい
て
　理解することができる。
【思考、判断、表現】表現の特性から
発
　想し、自身の表現に活かすことがで
き
　る。デザインのアイデアを多数出す
こ

グラスリッツェン
・グラスの図案デザイン

〇

【知識及び技能】点描技法について知
り
　点描表現の特性について理解でき
る。
【思考、判断、表現】点描の幅広い表
現
　から発想し、自身の表現に活かすこ
と
　ができる。点描の濃淡で、奥行きや

点描画
・点描作品と点描表現
・点描画制作

〇 〇

１
学
期

【知識・技能】作品の背景や作者の制
作
　意図について知り、社会とのつなが
り
　や理解する。
【思考・判断・表現】言葉や文章から
発
　想し、フィールワークを通して、自
分

オリエンテーション
対話鑑賞
・屋外フィールドワーク
・色の試み
　言葉や文章から発想して描く
・テオ・ヤンセン作品鑑賞

〇

12

【知識及び技能】水彩/油彩の表現技
法
　について知り、表現の特性について
理
　解することができている。
【思考、判断、表現】記憶の中の風景
を
　テーマに自分なりの主題を生成して
い
　る。主題をもとに発想し、創意工夫
　し、表現につなげる。

知識・技能】遠近法について知り、透視図法
について理解している。明暗て９段階のグラ
デーションがつくれている【思考・判断・表
現】グラデーションや線の奥行きで立体を再
現することを理解し、自分自身の表現に生か
している。【主体的】自分の見方、表現につ
いて課題をみつけられている。

○ ○ ○ 8

【知識・技能】色の三属性を理解し12色の色
相
　環をつくることができる。
【思考・判断・表現】色相環や水彩技法を段
取
　りを考え丁寧に絵具で仕上げることができ
る【主体的】色による表現の多様性を生かす
こと
　ができる。自分の課題をみつけ、改善しよ

○ ○ ○ 6

【知識・技能】遠近法について知り、
透
　視図法について理解している。９段
階
　のグラデーションがつくれている。
【思考・判断・表現】グラデーション
や
　線の奥行きで立体を再現することを
理

鉛筆表現
・グレースケール
・絵画における立体表現、空間表
現
　透視図法

〇 〇

【知識・技能】色の三属性を理解し12
色
　の色相環をつくることができる。
【思考・判断・表現】色相環や水彩技
法
　を段取りを考え丁寧に絵具で仕上げ
る
　ことができる。
【主体的】色による表現の多様性を生

色彩演習
・絵具による表現
・水彩技法

〇

〇

【知識・技能】作品の背景や作者の制作意図
に
　ついて知り、社会とつながり理解できる。
【思考・判断・表現】言葉や文章から発想
し、
　フィールドワークを通し、自分なりの表現
を
　することができる。
【主体的】鑑賞した作品について、自分の考

○ ○ ○ 6

知 思 態

配
当

時

数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深
めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫
し、創造的に表すことができるようにする。

造形のよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術
の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発
想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美術
文化に対する見方や感じ方を深めたりすることがで
きるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

教養美術

高校生の美術Ⅰ（日本文教出版）

芸術 教養美術
芸術 教養美術 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する教科の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に着つけるようにする。


